
  

 

第２０５号（１）                        広げよう “支え合い助け合いの輪”         発行：２０１７(平成２９)年１２月1日

（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     認定NPO法人 

たすけあいの会ふれあいネットまつど 
TEL：047-346-2052  

FAX（専用）：047-346-0088 

E-mail：fnm2011@r4.dion.ne.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ：http://fnm2011.okoshi-yasu.com 

■ 募集金額：一口＝３,０００円（何口でも結構です）     ■ 募集期間：２０１７年１２月２８日（木）まで 
■ 応募方法：    ①郵便局で振込 （振込手数料はいりません）  

口座番号 ００１２０－０－４４５４５２ 加入者名 特定非営利活動法人ふれあいネットまつど 

②京葉銀行へ振込（振込手数料ご負担下さい） 

口座 京葉銀行北小金支店（普通）２８８３９２６ 

口座名義 認定特定非営利活動法人たすけあいの会ふれあいネットまつど理事佐久間浩子 

③現金を事務所へご持参ください（お手数をおかけします） 

 

 

 すぐれたＮＰＯ法人は３つのお財布（①会費②寄付金③事業収入）のバランスがよいといわれます。ふれあいネットまつどの場合、寄

付金が収入に占める割合が２％とまだまだ低い現状です。下記の通り、設立２０周年２０１７ふれあい寄付金運動を行っています。ご

協力をお願いします。認定ＮＰＯ法人は、３,０００円以上寄付する人が毎年１００人以上いることが資格要件です。その代わりに、税

制面での優遇措置として、寄付金額の最大５０％が税額控除されます（詳しいことは事務局にお尋ねください）。 

11/18（土）19（日）移動支援コース 

２日目にはスロープ式福祉車両の乗降介助演習。

ストッパーをかけるのも慎重に、と何回も確認。 

11/7（火）8（水）生活支援コース 

１１月２３日（木・祝）に、子ども食堂のみなさんと、ふれあ

いネットまつどが協働して、子どもも高齢者も「みんなで食べ

るとおいしいね」と、共生型の食堂イベント「みんなんち in 金

ケ作」を開催しました。この取り組みのきっかけは、栗ヶ沢にあ

る旭神経内科リハビリテーション病院からの、同病院が運営

していた金ケ作デイサービスの跡施設を使って、子どもたちの

ために何かできないだろうかという提案がはじまり。当日は、バ

イオリンとピアノの演奏もある楽しい催しになりました。 

（共催団体） 

認定ＮＰＯ法人たすけあいの会ふれあいネットまつど 

こがねはら子ども食堂 

小金ほのぼの食堂の会 

学びの駄菓子屋たのたの塾 

旭神経内科リハビリテーション病院 

 １０月２４日（火）２５日（水）の居場所・サロンコー

スに続いて、１１月には２つのコースを開催しました。 

mailto:fnm2011@r4.dion.ne.jp


  

 

第２０５号（２）                 広げよう“支え合い助け合い”の輪      発行：２０１７(平成２９)年１２月1日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスに携わる協力会員の予防接種は必須。

接種費用はふれあいネットまつどが負担します。 
 

「自分が感染源にならない」ためにも予防接種は必須です（医

師から禁止されている方を除く）。接種費用は会が負担します。

病院の領収書を事務局に出して下さい。 

流行前早めに予防接種をしましょう 
６５歳以上の高齢者は流行前１回の接種で効果があると言われ

ています。予防接種を受けてから抵抗力がつくまでに 2週間程度

かかります。このことからも流行前の接種は効果も高くなります。６

５歳以上の松戸市民は接種費用1000円ですみます。 

 種  別 休業日 

1 ふれあいネットまつど事務所 

１２月２９日（金）～１月３日（水） 2 
たすけあい活動（ふれあい・元気応援サービス） 

制度サービス（介護保険・障害福祉サービス） 

3 松戸・東北交流サロン黄色いハンカチ 

4 ふれあいの居場所みんなんち １２月２３日（土）～１月８日（月） 

 

※ふれあいサービス・元気応援

サービス・制度サービスについ

ては、ご利用者ごとの対応も

ありますので、その際は別途ご

案内を差し上げます。 

※休業中の緊急のご連絡は、

090－1534-3750まで。 

 

  

 

私がこの地に移転して新しい住居、地域に入りボランティア活動を 

やっていけるのか？相当の覚悟で始めないとたいへんだという思い 

がいっぱいでした。震災前、会社勤務の傍らでのボランティア活動 

をしていましたが、当時はあまり深く考えてはいませんでした。 

それを踏まえて、まずは自分ができることを見つけて、一つひとつ行動を起こしていこうと。 

 ①ふれあいネットまつどさんの力をお借りしよう（いまだおんぶにだっこです） ②おなじ

思いを持っている、またはそれがわかるお友達と一緒にやろう③会にいらっしゃる皆さんの

力をお借りしよう。以上のことを踏まえて今現在進行中というところです。 

 いま、自分自身振り返り思うことは、○自然体のままでみんなんで楽しく交流できる喜

び○自分自身の存在意識や可能性を発見できた喜び。その中で、皆さんと心を通わせ

信頼していただくことでしょうか。隣同士の毎回の出会いを楽しみに来てくださる方もだい

ぶおられます。顔なじみになるとおしゃべりに行き詰ることもあるようで、最近は皆さんの

要望もあり、物づくりをしたり、以前から行っているカラオケを楽しむ方など、さまざまにな

ってきています。ただ、残念に思うことは、一人暮らしの方の多い地域なので、その方たち

の参加をもう少し増やしたいと思っております（いずれこの自分もおひとり様になることは

確実に訪れます）。これから、どのような活動を行っていけばよいか課題の一つです。 

 

【２０１１年５月～】宮城県東松島市小
野市民センター避難所駐車場で「パラソル

喫茶」を開催。レギュラーコーヒーを淹れる 

【２０１１年１１月～】会員だけの参加か
ら、広く市民に呼びかけ大型観光バスで毎

月訪問、仮設駐車場でﾊﾟﾗｿﾙ喫茶開催。 

【２０１２年８月～】仮設の子どもが楽しく
夏休みを過ごせるよう２泊３日のレクレーシ

ョンに招待。初年度はディズニーランドへ。 

 ２０１１年３月１１日の発災から６年８か月。甚大な被害に見舞われた東松島市。仮

設住宅から自宅再建地域へ移った被災者は、新たなコミュニティづくりを行っています。

ふれあいネットまつどが支援を続ける、同市往還下区地域での三浦慶子さんを中心に

したみんなんちクラブの活動を紹介します。 

みんなんちクラブ 代表 三浦 慶子 さん 

裂き織りに初めて参加し、楽しくさせて

も立っています。次の作品を作ってみた

いです（佐々木ヤスエさん）。 


